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款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 12.ＤＶ対策事業

1. 社会福祉費

1. 社会福祉総務費 こども家庭課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 2 基本施策４
人権・男女平等参画 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策３
性差によるあらゆる暴力の根絶を目指します 令和 6年度 -

令和 7年度 -

0

63 63

　配偶者から暴力を受けた被害者や同伴する子に対し、 ＤＶ被害者からの相談に応じ、警察など関係機関と連携 緊急を要する場合の一時避難支援の扶助をすることで、

緊急避難支援を実施し被害者の保護を図ります。（配偶者からの暴力に を図りながら、被害者に必要な情報提供及び支援を行います。 被害者の安全確保とその後の生活の支援へつなぐことが可能になります

より、身の安全を図る必要がある被害者にはシェルターへの避難支援と 。

避難先自治体に、同行し情報提供をを行っています。所持金が無くシェ

ルターへの入所が困難な場合、宿泊費や旅費等について緊急一時支援の

為の費用の支援を図ります）

緊急時の避難支援費であり、予定はつきません。 8 旅費及び13 使用料を、3-3-2家庭児童相談事業

に移行・統合しました。これにより効率的な予算運用と補助金対象額の

増額が見込まれます。

19 63 63 0

差引一般財源 0 63 0 63


